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　エレミヤ書 22 章 13 － 19 節は，様式史上，「個人に向けられた審判の言葉」
Gerichtswort an einen einzelnenを形成する。 最初の 13－ 14節は，「災いの叫び」
Weherufによる「告発の言葉」Ankageである。この非難の言葉に続いて，同様









（  あるいは  13節ａと15節ｂ; 14節ｂと15節ａ; 13節
ａと14節ａ）。そこで，この単元の文学的統一性は，広く一般に認められている
ように，形式的にも内容的びも承認されるべきと考えられる。

























Erpressung という言葉は，この箇所のみ出てくる。 動詞は，既にアモ4, 1
とホセ5, 11に，その例証がある。社会的後発であるアモ4, 1では，この動詞の
目的語は「貧しい者たち」 である。
　ホセ5, 11では， は，「正義（は）踏みにじられた」 ，あるいは「正
義の前に打ち砕かれた」，「正義によって鎮圧された」と解される。
　「貧しい者たち」 （ここでは単数形）と，「正義」 用例も，エレミヤ




　ｃ）一対の言葉 と  は，申命記及び申命記史家的文献である申28,33と
サム上 12, 3（dtr）のみならず，上述した古いテクストであるホセ 5, 11とアモ

























































































来るべき審判と関連付けているからである（アモ8, 4; vgl.アモ2, 6;  4, 1;  5, 12）。





や告発の中で，激しくなる（vgl.エレ 4, 22; 9, 2. 5）。 すなわち，そこでは非難
されているのは，特別な民の一部分ではなく，民全体であり，全てが正しいヤ
ハウェ認識を欠いていると，非難されている。

















































































　（ヨブ 31, 7－ 8;  vgl. 1節）
　ヨブは，自分は欲深くない人間であると述べ，自己の無実を主張している。
ここで用いられている「心が目に従う」という表象は，人間の欲望の姿，その








































と読むか，あるいは と読まれるべきである（vgl. KBL3, 305）。
Vgl.  C. Westermann, Grundformen prophetischer Rede, BEvTh31, München 51978,
98-99.
Vgl. P. Volz 220, 223;  A. Weiser 188; J. P. Hyatt 982-983;  W. Rudolph 139;  J.
Bright 145; E. W. Nicholson（Ⅰ）185;  J. A. Thompson 478;  W. L. Holladay（Ⅱ）
592-593.
Vgl. B. Duhm 174-177（bes.176）.
Vgl. C. H. Cornill 255-256.
Vgl. W. Thiel, Die deuteronomistische Redaktion von Jeremia 1－ 25, WMANT41,
Neukirchen-Vluyn 1973, 256;
彼は以下の根拠を挙げている（ごく最近，W.Thielの説を無批判に採用して
いるのはW.Wernerである; vgl. W.Werner〔Ⅰ〕195－ 196）。
ａ）17節ｂの韻律が長過ぎること。ｂ）17節ｂは，内容的にも 13節以下の
内容を飛び越えてしまっていること。特に，「無実の血を流した」という表
象は，王下 24, 4 におけるヨヤキムに対する評価を想起させる。ｃ） と
の組み合わせは，申28, 33及びサム上12, 3－4（dtr）に例証されている。
だが，18節＊の申命記史家的由来の根拠は欠けている。
Vgl. J. Schreiner（Ⅰ）131; vgl. R. P.Carroll 430-431.
Vgl. H. J. Hermisson, Die »Königsspruch«-Sammlung im Jeremiabuch von der－
Anfangs － zur Endgestalt in;  Die Hebräische Bibel und ihre zweifache
Nachgeschichte,  Festschrift R. Rendtorff, （Hrsg. von E. Blum, u. a.),  Neukirchen-
Vluyn 1990,  283. 287－ 288.
Vgl. KBL3, 599.
Vgl. H. W. Wolff, BKXVI／ 1, 131.
Vgl. J. Jeremias, ATD24／ 1, 82.
Vgl. H. W. Wolff, BKXIV／ 2, 243.
Vgl. 申19, 10.13; 21, 9; 27, 25; サム上19, 5; 王下21, 16; 24, 4; イザ59, 7; エレ2,
34; 7, 6; 19, 4;  22, 3;  22, 17; 26, 15; ヨエ 4, 19; ヨナ 1, 14; 詩 94, 21; 106, 38;




節; vgl. B. Duhm 31; A. Weiser 23 ; 但し，預言者の殺害をも示唆しうると考え
ている）や，処刑などの「司法殺人」Justizmord（F. Giesebrecht 13），あるい
はヤハウェ預言者の迫害と殺害（C. H. Cornill 29;  W. Rodolph 23）等である。
他方，マソラテキストでは「貧しい者」が保持されている。そうであるなら
ば，エレミヤが民の社会的腐敗について言及していると考える方が確かなよ
うに思える（vgl. 5, 26以下;  vgl. P. Volz 32;  J. A. Thompson 182;  J. Schreiner




























W. Rodolph 139），あるいはエレミヤ自身とする説（A. Weiser 188;  W. L.
Holladay（Ⅰ）590），または，申命記史家的編集（J. P. Hyatt  961;  W. Thiel,





ヨヤキム王の「子」の表示に関しては，vgl. エレ35, 1;  37, 1（２つともdtr）;
「王の称号」に関する表示に関しては，vgl. エレ 36, 28.29.20.32.
Vgl. エレ 25, 1;  36, 1. 9;  45, 1;  46, 2;  vgl.ferner エレ 1, 3; 26, 1（２つともdtr）.
Vgl. B. Duhm 174;  C. H. Cornill 255;  F. Giesebrecht 121;  P. Volz 222;  J. P. Hyatt
982; W. Rodolph 139;  A. Weiser 188;  J. Bright 145;  E. W. Nicholson（Ⅰ）185;
J. A. Thompson 477－478;  W. L. Holladay（Ⅰ）594;  W. Mckane（Ⅰ）527; vgl.
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J. M. Berridge, Prophet, People, and The Word of Yahweh  An Examination of Form
and Content in the Proclamation of the Prophet Jeremiah,  Basel Studies of Theology
No4, Zürich 1970, 194-195．
Vgl.アモ 3, 10.15;  5, 11;  6, 4.8.
Vgl. アモ５ , 18; 6, 1; イザ 5, 8以下，ミカ 2, 1以下u. a.
Vgl. W. H. Schmidt, Einführung in das Alte Testament, Berlin／ New York 51995,
191-192.
Vgl. W. H. Schmidt, Alttestamentlicher Glaube in seiner Geschichte, Neukirchen-
Vlyuyn 61987, 110;  vgl. ferner H. W. Wolff, Das Alte Testament Themen der
Theologie Band 7 in;  Zugang zu Bibel  Eine Einführung in die Schriften des Alten
und Neuen Testaments, Kreuz Verlag Stuutgart 1970, 104-105.
 Vgl.王上 10, 9＝歴上 9, 8（ソロモン）.
Vgl. H. J. Kraus, BKXV／ 2, 657．
Vgl.箴 10, 2; 13, 23.
と は，既にアモスによってその審判宣教の中に採用されていたと
考えられる。
　　Vgl. アモ5, 7. 24; 6, 12;  vgl.アモ5, 15;  vgl.  auch. イザ1, 21;  5, 7;  9, 6;  28, 17;
vgl. イザ 1, 27;  vgl. W. H.Schmidt, Alttl. Glaube, 114.
Vgl. F. C. Fensham, JNEst 21, 129-139;  W. H. Schmidt, Alttl. Glaube, 109. 213-
214．H. J. Kraus, BKXV/2, 658-659;  W. Beyerlin (Hrsg.),  Religionsgeschichtliches
Textbuch zum Alten Testament,  ATD Ergänzungsreihe 1,  Göttingen 21985, 76.




旧約聖書のおける信仰とエトスの密接な関連に関して; vgl. 詩140, 13;  69, 30;
82, 3;  86, 1;  88, 16; 109, 22; vgl. ferner 詩 70, 6＝詩 40, 18.
この「ヤハウェを知る」という定式は，エレミヤ書では専ら「告発の言葉」
Anklage，あるいは神の「嘆き」Klageの中に見られる;  vgl. エレ 2, 8; 4, 22;
9, 2. 5;  22, 16．
他方，エレミヤ書中二箇所だけが，申命記史家的編集と思われる救済預言の
中に例証されている（vgl. エレ 24, 7; 31, 34）。もっともこの「神認識定式」
は形を変えて， と結びついた文書とともに多数旧約聖書に出てくる; vgl.
W. Schottroff,  Art. ,  THATⅠ , 682-701（bes. 695以下）;  G. J. Botterweck,
Art. ,  ThWAT Ⅲ , 479-512（bes. 501以下）.
Vgl. ホセ 4, 4-5.
vgl. W. Rodolph（35）,  J. Bright （15）, J. M.Berridege（Prophet, 140） ; エレ 2, 8の
中に記してある を祭司たちと関連付けている; vgl.auch  J. P. Hyatt
16
814;  R. P. Carroll 123．
W. L. Holladay（Ⅰ）297; エレ9, １以下を神の嘆きと見なす。他方，W. Rodolph
（65），J. Bright（67.73），J. A. Thompson（308）は，70人訳聖書（LXX）に
従って，エレ 9, 1-5の嘆きの話者がエレミヤであると解釈している。また，
エレ4, 22のヤハウェの嘆きに関して;  vgl.  A. Weiser 34;  J. P. Hyatt 837以下;
J. Bright  34;  J. A. Thompson 227;  W. L. Holladay（Ⅰ）151－ 152．
例えば，同様にして，社会的な「抑圧」（vgl. エレ 5, 28;  6, 6ｂ－ 7 u. a.）や
（政治的あるいは宗教的）指導者たちの腐敗（vgl. エレ2, 8; 5, 31; 6, 13; 8, 10;





詞と組み合わさって，表現されている。例えば，「貪欲な目」（箴 27, 20; コ
ヘ 1, 8; 2, 10; 4, 8），「物欲しそうな目」（ヨブ 31, 7; シラ 9, 8c; 26, 9），「高慢
な目」（箴 21, 4; 30, 13）等である。Vgl. E. Jenni/D. Vetter, Art. , THATⅥ ,
259－ 268;  F. J. Stendebach, Art. ,  ThWATⅥ , 31－ 48．
本論の考察の中では，「心」 と「目」 の分析に関して，エレミヤ書22
章の用例に鑑みて，人間ではなく，ヤハウェに適用する用例は考慮に入れな
かった。そのような用例としては，王上 9, 3（dtr）＝代下 7, 16; 王下 10, 30;
20, 3＝イザ 38, 3; 代下 16, 9がある。
対語である「心」 と「目」 に関して; vgl. W. G. E. Watson, The Unno-
ticed Word Pair《eye(s)》//《heart》, ZAW101, 1989, 398－ 408.
この意味が更に明瞭になるのは，「心」，「目」，「耳」，「舌」，「手」など２つ
以上の複数の器官が組み合わさって意志の傾注が表現される場合である; vgl.
申 29, 3; ö イザ 6, 10; 32, 3－ 4; エレ 5, 21; エゼ 40, 4; 44, 5; 箴 6, 17－ 19; vgl. M.
Ogushi,  Ist nur das Herz die Mitte des Menschen? in;  Was ist der Mensch...?  Beiträge
zur Anthropologie des Alten Testaments;  Hans Walter Wolf zum 80. Geburtstag　
（Hrsg. von  F. Crüsemann, C. Hardmeier, R. Kessler）München 1990, 41．
Vgl. 箴 6, 20; 22, 17;申 6, 8 u. a.; vgl。W. Mckane, Proverbs, 293; 更に，この単
元における用法とエジプトの知恵との密接な関連については; vgl. R. N.
Whybray, The Book of Proverbs, 310-311; A.Meinhold, Die SprücheⅠ , 97．
の意味に関して; vgl. H. W. Wolff, Anthropologie des Alten Testaments,
München 51990, 64.
Vgl. F. Horst, BKⅩⅥ / 1, 225.
Vgl. 箴15, 30; 29, 13; 詩13, 4; 更に詩119, 36-37; vgl. Vg. E. Jenni/D. Vetter, Art.
, THATⅡ , 264; F. J. Stendebach, Art. , ThWATⅥ , 36.
多くのヘブル語写本及び70人訳聖書（LXX）は， 「灯火」と読む。B. Gemser
（HAT16, 80）とO. Plöger（BKⅩⅦ , 244）は，「開墾」と読む。そして４節
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には本文の欠落があると推論している。Vgl. W. Mckane, Proverbs, 559; A.
Meingold, DieSprüche Ⅱ , 347－ 349; 他の試みとして; vgl. R. N. Whybray,
TheBook of Proverbs, 118;  R. B. Y.Scott, AnB 18, 123.











を示す表現であると理解している。Vgl. A. Meinhold, Die SprücheⅡ , 348．









Vgl. 箴 16, 5. 18-19; 18, 12; 22, 4; 29, 23 u. a.
Vgl. H. J. Kraus, BKⅩⅤ /２ , 858-859.
内容に関して; vgl. H. Gross, Ijob, 109.
Vgl. 創 3, 6 u. a.;  vgl.auch G. Fohrer, KATⅩⅥ , 431. 433．
「心」 と「目」 の並行が，対照的な発言や反対命題のような関連の中
で用いられることがある。例えば，
「人は目の前にあることを見る，
しかし，ヤハウェは心を見る。」（サム上 16，7ｂ）
「人の道は自分の目にはすべて正しい，
だが，ヤハウェは心を吟味する。」（箴 21, 2）
このようにして，目に写る外的な現象が，いかに大きく人の判断や思考に影
響を及ぼすかが示されている。
